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背背 景景

モニタリング技術の普及
（低コストのセンサー、監視カメラ、Webカメラなど）

駅の利用目的の多様化
（鉄道の乗降、物販・サービス、集客など）

駅内外の旅客分布情報を取得駅内外の旅客分布情報を取得・・活用することへの期待活用することへの期待
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Railway Technical Research Institute

駅の旅客分布情報 旅客流動上の課題抽出

開発のための利用実態調査

駅管理業務の支援 など

利用者への混雑情報の提供
活用方法

旅客分布情報を取得する上での課題旅客分布情報を取得する上での課題

モニタリング範囲の局所化
（センサー、カメラなどで網羅できる範囲の限界）

複合的な空間形状のため俯瞰が困難
（複合・複層化したコンコース・ホームで死角が発生）

部分的な情報を利用して全体を把握する手法の必要性部分的な情報を利用して全体を把握する手法の必要性

（例）監視カメラの場合 実測できる箇所
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（例）監視カメラの場合

実測手法実測手法
の検討

推計手法推計手法
の検討

実測できる箇所

実測できない箇所

①実測手法の検討 ②実測できない箇所での
推計手法の検討

映像映像からの

旅客概数の把握

を自動化する
手法を開発

ネットワークネットワーク

モデルモデルにより

旅客概数を

推計する

概概 要要
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：推計する地点

：情報を与える地点

：推計する地点

：情報を与える地点

：推計する地点

：情報を与える地点

手法を開発 推計する
手法を開発

③駅内外の旅客分布情報を可視化する
システムのプロトタイプの提案

旅客概数解析プログラム

「旅客概数解析プログラム」を開発

・映像から旅客を抽出し、旅客概数を解析

移動体の移動体の

抽出画面抽出画面

元映像の元映像の

画面画面

① 旅客の実測手法 （ 解析プログラムの開発 ）
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旅客の旅客の

抽出画面抽出画面

基準枠

基準枠

旅客位置の旅客位置の

プロット画面プロット画面

解析値と実測値の比較

「旅客概数解析プログラム」を開発

・実際の駅の映像により、30秒単位での精度を確認

15

① 旅客の実測手法

実測値

（ 解析プログラムの検証 ）
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学習用データ

・対象地点を含む

推計用データ

・対象地点を含まない

旅客概数推計モデル概要 使用するデータの関係性

推計時推計時推計時推計時推計時推計時

使用するデータの関係性

学習時学習時学習時学習時学習時学習時

学習用データ

・対象地点を含む

推計用データ

・対象地点を含まない

旅客概数推計モデル概要

・学習用データとして、旅客概数の履歴を使用

・周辺の情報から、旅客概数を推計する手法を提案

「旅客概数推計モデル」の作成

② 旅客の推計手法 （ 推計モデルの開発 ）
※早稲田大学との
共同研究による
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・対象地点を含む

旅客概数の履歴

ニューラルネットワーク

判別ルール

出力データ

・対象地点の

旅客概数（推計値）

・対象地点を含まない

旅客概数データ
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推計時推計時
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学習時学習時学習時学習時

：情報を与える地点

学習時学習時

・対象地点を含む

旅客概数の履歴

ニューラルネットワーク

判別ルール

出力データ

・対象地点の
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用いたデータによる適合率の違い適合率：

複数回の推計で、

推計値と実測値が

「旅客概数推計モデル」の検証結果

（地点Sの場合）

② 旅客の推計手法

70%
同じ時間帯のデータ 異なる時間帯の

・類似状況のデータを学習させることで、適合性が
向上する傾向を把握

（推計モデルの検証 ）
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推計値と実測値が
一致した割合
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学習、推計に用いたデータの組合せ
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を用いたグループ

異なる時間帯の

データを用いた

グループ

データの組合せ：

混雑度の異なる

複数の時間帯の
データを組合せる

最大値

平均値

最小値

旅客分布推計システム案

旅 客 概 数 解 析

プ ロ グ ラ ム

旅 客 セ ン シ ン グ

プ ロ グ ラ ム

・「実測手法」「推計手法」を組合せたシステムの提案

「旅客分布推計システム」のプロトタイプ提案のため、

③ プロトタイプの提案 （ プロトタイプの提案）
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プ ロ グ ラ ム

旅 客 概 数推 計 モ デ ル

旅 客 規 模 表 示

プ ロ グ ラ ム

映像以外のデータ

取得手法の可能性

累 積 デ ー タ の 活 用

「旅客分布推計システム」の活用イメージ

・駅改良時の旅客流動検討用データとして
・駅構内開発時の利用傾向データとして

活用イメージ活用イメージ
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リアルタイムデータの活用

・駅在館者の分布状況を表すデータとして
・お客さまに提供する混雑箇所データとして
・災害発生時の旅客の偏在状況を表すデータとして


